
長
崎
県

長
崎
県
全
域

熊
本
県

熊
本
県
全
域

大
分
県

大
分
県
全
域

宮
崎
県

宮
崎
県
全
域

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
全
域

沖
縄
県

沖
縄
県
全
域

工
業
標
準
化
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
し
た
認
証
機
関

登録更新年月日

登
録
認
証
機
関

の
名
称
及
び
所

在
地

認
証
を
行
う
事
務
所
の
名
称

及
び
所
在
地

登
録
の
区
分

認
証
を
行
う
区
域

平成25年12月26日

一
般
財
団
法
人

日
本
舶
用
品
検

定
協
会

東
京
都
千
代
田

区
紀
尾
井
町
３

番
３
２
号

一

一
般
財
団
法
人
日
本
舶

用
品
検
定
協
会

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井

町
３
番
３
２
号

Ｆ
（
船
舶
）

日
本
国
、中
華
人
民
共
和
国
、

台
湾
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
、
大
韓
民
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共

和
国
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義

共
和
国
及
び
タ
イ
王
国

平成™�年˜月™›日 金曜日 (号外第˜œ号)官 報

（
添
付
書
類
の
記
載
事
項
）

第
四
条

施
行
規
則
第
三
条
の
二
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

講
習
を
実
施
す
る
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二

講
習
を
実
施
す
る
単
位
地
域
の
名
称

三

講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
認
定
の
申
請
に
係
る
単
位
地
域

が
指
定
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ヘ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

講
習
を
実
施
す
る
組
織
に
関
す
る
事
項

ロ

講
師
に
関
す
る
事
項

ハ

講
習
の
実
施
場
所
に
関
す
る
事
項

ニ

講
習
の
科
目
及
び
そ
の
時
間
に
関
す
る
事
項

ホ

講
習
の
日
程
に
関
す
る
事
項

ヘ

講
習
の
効
果
測
定
に
関
す
る
事
項

四

経
理
的
基
礎
に
関
す
る
事
項

五

個
人
情
報
の
管
理
に
関
す
る
事
項

六

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
す

る
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
に
記
載
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示
の
廃
止
）

２

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
す

る
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
に
記
載
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示（
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
七
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
八
号

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運
送
法

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
き
運
輸
監
理
部
及
び
運
輸
支
局
の
管
轄
区
域
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

区
域
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

道
路
運
送
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
き
運
輸
監
理
部
及
び
運
輸
支
局
の
管
轄
区
域
を
勘
案
し
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
定
め
る
告
示

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
運
輸
監
理
部
及
び
運
輸
支
局
の

管
轄
区
域
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
は
、
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
九
号

道
路
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
五
号
）
第
四
条
第
八
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
道

路
運
送
法
施
行
規
則
第
四
条
第
八
項
第
三
号
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
分
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
四
条
第
八
項
第
三
号
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
分
を
定
め
る
告
示

道
路
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
五
号
）
第
四
条
第
八
項
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

専
ら
特
定
地
域
及
び
準
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
規
程
（
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
の
事
業
の
用
に
供

す
る
事
業
用
自
動
車

二

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ハ
イ

ヤ
ー
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
号

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
し
た
の
で
、
同
法

第
六
十
八
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
一
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運
送
車
両
の
保

安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「協

定
規
則
第

4
4号
の
技
術
的
な
要
件
（
同
規
則
第
４
改
訂
版
補
足
第
５
改
訂
版
の
規
則

6
.
1
.
6
.に
限
る
。

」を
「協

定
規
則
第

1
2
9号
の
技
術
的
な
要
件
（
同
規
則
補
足
改
訂
版
の
規
則

6
.
3
.
1
.
2
.に
限
る
。

」に

改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「取

付
装
置
を
い
う
。）及
び

」
を
「取

付
装
置
を
い
う
。）、」

に
、「取

付
装
置
を
い
う
。）を
い

う
。

」を
「取

付
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
「
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
グ
接
触
面
」（
年
少
者
用
補
助
乗
車
装
置
の
下
部
に

備
え
る
固
定
具
が
接
触
す
る
床
面
を
い
う
。）を
い
う
。

」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「協

定
規
則
第
4
4号
の
技
術
的
な
要

件
（
同
規
則
第
４
改
訂
版
補
足
第
６
改
訂
版
の
規
則
4
.、

6
.か
ら
8
.ま
で
及
び
1
5
.に
限
る
。

」を
「協

定
規
則
第
1
2
9号

の
技
術
的
な
要
件
（
同
規
則
補
足
改
訂
版
の
規
則
4
.、

6
.及
び
7
.に
限
る
。

」に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
二
項
中
「協

定
規
則
第
4
4号

」
を
「協

定
規
則
第
1
2
9号

」
に
改
め
る
。

第
百
十
条
第
二
項
中
「協

定
規
則
第

4
4号

」
を
「協

定
規
則
第

1
2
9号

」
に
、「次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
こ
の

基
準
に

」
を
「次

に
掲
げ
る
年
少
者
用
補
助
乗
車
装
置
で
あ
っ
て
そ
の
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
改
造
、
損
傷
等

の
な
い
も
の
は
、
協
定
規
則
第

1
2
9号
の
技
術
的
な
要
件
に

」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

一
指
定
自
動
車
等
に
備
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
の
構
造
を
有
し
、
か
つ
、
同
一
の
位
置
に
備
え
ら
れ
た
年
少

者
用
補
助
乗
車
装
置

™�
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